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それがしの 宫の 催した まいし 星が 岡 茶寮 の ドイツ 会 

に、 洋行が えりの 将校 次 をおう て 身の上ば なしせ しと 

き の - J となりし が、 ， J よ いは おん 身が 物語 聞く ベ き は 

ずな り、 殿下 も 待ち かねてお わすれば とうな がされて、 

まだ 大尉に なりて ほど も あら じと 見 ゆる 小 林と いう 少 

まきたばこ ひばち 

年 士官、 口に くわえし 巻 煙草 取りて 火鉢の 中へ 灰 ふり 

落して 語り は はじめぬ。 

わが ザック セン 軍団に つけられて、 秋の 演習に ゆき 

し 折り、 ラァゲ ウイッツ 村の ほとりに て、 対抗 はすで 

に 果てて 仮設 敵を攻 むべき 日と はなり ぬ。 小高き 丘の 

上に、 まばらに 兵 を 〔# 「兵 を」 は 底本で は 「丘 を 匕 配り 



われと メ エル ハイムと は 一 つ 部屋に て 東向きな り。 

ムルデ の 河 波 は 窓の 直下の いしずえ を 洗いて、 むかい 

の 岸の 草 むら は 緑 まだ あせず。 そのうし ろなる 柏の 

もや 

林に ゆう 靄 かかれり。 流れめ ての 方に て 折れ、 こなた 

くが ひざ 

の 陸 膝が しらの ごとくいで たると ころに 田舎家 一 一三 軒 

ありて、 真黒なる 粉 ひき 車の 輪 中空に そびえ、 ゆん 手 

に は 水に のぞみて つきだし たる 高殿の 一 間 あり。 この 

「バルコン」 めきた ると ころの 窓、 うち 見る ほどに 開き 

て、 少女の かしら 三つ 四つ、 おりかさなりて こなた を 

のぞきし が、 白き 馬に のりたり し 人 は あら ざり き。 軍 

服ぬ ぎて 盥 卓 の そばへ^ らんと せし メ ェ ル ハイム は、 



うち、 この 君の み 髪 黒し。 かの よくもの いう 目 をよ そ 

にして は、 ほかの 姫た ちに 立ち こえて 美しと おもうと 

ころもな く、 眉の 間に はいつ も 皺 少し あり。 面の いろ 

の 蒼う 見 ゆる は、 黒き 衣の ために や。 

しょく 

食 終りて つぎの 間に 出 ずれば、 ここ はちい さき 座 

敷めき たると ころに て、 やわらかき 椅子、 「ゾ ファ」 な 

どの 脚き わめて 短き をお おくすえ たり。 ここにて 

カツ フエ ェ こさかず き しょうちゅう 

珈琲 の もてなし あり。 給仕のお とこ 小盞に 焼酎の 

たぐい いくつかつ いだる を 持てく。 あるじの ほかに は 

誰も 取らず、 ただ 大隊 長の みは、 「われ 一 個人に とりて 

は 『シ ャルト リヨ オズ』 を こそ」 とて ひと 息に 飲みぬ _ 



つ つ 問えば。 「否、 誰のと も 定まらね ど、 われ も 愛でた 

きものに こそ 思い^れ。 さいつ ころまで は、 鳩 あまた 

飼いし が、 あまりに 馴れて、 身に まつわる もの をば ィ 

さら 

イダいた く 嫌えば、 みな 人に とらせつ。 この 鸚鵡の み 

は、 いかにして か あの 姉 君 を 憎める が こぼれ 幸 いに て、 

いま も 飼われ 侍り。 さならず や」 と 鸚鵡の かたへ 首 さ 

しいだ していう に、 姉 君 憎む ちょう 鳥 は、 まがりた る 

はし 

嘴 を 開きて、 「さならず や、 さならず や」 と 繰り返しぬ。 

この ひまに メ エル ハイム はィ イダ ひめの かたわらに 

& 寄りて、 なにごと を かこい 求 むれ ど、 渋りて うけ ひ 

かざりし に、 伯爵 夫人 も 言葉 を 添えた もうと 見えし が、 



見れば、 これ もま ださめ たり。 問わ まほし きこと はさ 

はなれ ど、 さすがに，.^ ると ころな きに あらねば、 「さ 

きの 怪しき 笛の 音 は 誰が いだし しか 知りて やお わす 

る」 とわず かにい うに、 男爵 こなたに 向きて、 「それに 

ひとく だリ 

つきて は 一条の もの 語り あり、 われ もこよ いはな に 

ゆえ か 寝られねば、 起きて 語り 聞かせん」 とうべ ない 

ぬ。 

われら はま だぬ くまらぬ 臥床 を 降りて、 まどの 下な 

る 小 机に いむ かい、 煙草く ゆらす る ほどに、 さきの 笛 

の 音、 また 窓の 外にお こりて、 たちまち 断え たちまち 

うぐ いす 

つづき、 ひな 鶯 の こころみに 鳴く ごとし。 メ エル ハ 



を もて、 将官、 佐官 をのみ つどうる きょうの 会に 招か 

れ しが、 メ エル ハイム は 城に 残りき。 田舎 なれ ど 会堂 

おもいのほかに 美しく、 食卓の 器 は 王宮より はこび 来 

ぬと て、 純銀の 皿、 マイセン 焼の 陶 ものな ど あり。 こ 

ふんぽん 

の 国の やき 物 は 東洋の を 粉本に しっとい えど、 染めい 

だした る 草花な どの 色 は、 わが 邦な どの ものに 似 もや 

らず。 され ど ドレスデンの 宫に は、 陶 ものの 間と いう 

ありて、 支那 日本の 花瓶の 類お おかた 備われ リとぞ 

いうなる。 国王 陛下に はい ま はじめて 謁見す。 すがた 

かたち おきな デゥ イナ ■ n メデア 

貌 やさしき 白髪の 翁に て、 ダンテの 神 曲 訳し 

たまいき という ヨハン 王のお ん裔 なれば にや、 応接い 



ま 、-, 

て ども、 球 あらぬ 方への み 飛ぶ ぞ 本意な き。 姫た ち 声 

を あわせて 笑う ところへ、 イイ ダ姫メ エル ハイムが 肘 

に 指さき かけて かえりし が、 うちとけたり とおもう さ 

まも 見えず。 

メ エル ハイム はわれに 向いて、 「いかに、 きょうの 宴 

おもしろ かりし や」 と 問い かけて 答 を 待たず、 「われ を 

も 組に 入れた まえ」 と 群れの かたへ 歩みより ぬ。 姫た 

ち は 顔 見 あわせて 打ち 笑い、 「あそびに はは や 倦みたり、 

姉ぎ みとと もに いずくへ か往 きたまい し」 と 問えば、 

「見晴らし よき 岩角 わたりまで ゆきし が、 この ピラミ 

イドに は 若かず、 小 林ぬ し は 明日 わが 隊 とともに ムッ 



チェンの かたへ 立ちた もうべ ければ、 君た ちの 中に て 

一 人 塔の いただきへ 案^: し、 粉 ひき 車の あなたに、 汽 

車の 煙 見 ゆると ころ を も 見せた まわず や」 といい ぬ。 

ロ疾 きすえ の 姫 もま だなん とも 答えぬ 間に、 「われ 

こそ」 といい し は、 おもい も かけぬ ィ イダ 姫な り。 も 

のおお くいわぬ 人の 習いと て、 にわかに 出 だしし こと 

ばと ともに、 顔 さと 赤め しが、 はや 先に 立ちて いざの 

うに、 われ はいぶ かりつつ もした がい 行きぬ。 あとに 

て は 姫た ちメ エル ハイムが めぐりに 集まりて、 「夕餉 

までに おもしろき 話 一 つ 聞かせた まえ」 と 迫りたり き- 

この 塔 は 園に 向きた るかた に、 くぼみた る 階 をつ く 



貴婦人の 項、 金糸の 縫い模様 ある 軍人の 襟、 また プロ 

たかまげ 

ンド の高髻 などの 間 を 王族の 一 行よ ぎりた もう。 真 先 

おおか ずら とねり 

に はむかし ながらの 巻毛の 大仮髪 を かぶりた る 舎 人 一 一 

人、 ひきつづいて 王妃 両陛下 〔# 「王妃 両陛下」 は 底本で 

は 「王 両妃 陛下 匕、 ザック セン、 マイニンゲンの よつぎ 

の 君 夫婦、 ワイ マル、 ショ オン ベル ヒの両 公子、 これ 

にお もなる 女官 数人した がえ り。 ザック セン 王宮の 女 

官は みにくし という 世の 噂むな しからず、 いずれも 

顔立ちよ からぬ に、 人の 世の 春 さえ はや 過ぎた るが 多 

く、 なかには おい 皺み て 肋 一 つ 一 つに 数うべき 胸 を、 

式 なれば え も 隠さで 出 だした るな ど を、 額 越しに うち 



こころ 合わで もい なまん よしなきに、 日々 にあい 見て 

忌む こころ あくまで 募りた ると き、 これに 添わす る 習 

い、 さりと て はこと わりな の 世 や」 

「メ エル ハイム はおん 身が 友な り。 悪しと いわば 弁護 

もやした まわん。 否、 われ とても その 直なる 心 を 知り 

貌 にくから ぬ を 見る目な きに あらね ど、 年 ごろつき 

あいしす え、 わが 胸に うずみ 火 ほどの あたた まりもで 

きず。 ただいと うに は ゆる は 彼方の 親切に て、 ふた 親 

つきあ い 

の ゆるしし 交際の 表、 かいな 借 さるる こ ともあれ ど、 

ただ 二人に なりたる とき は、 家 も 園 も ゆく かた ものう 

い ぶせ く 覚えて、 ， J ころ ともなく 太き 息せられ て も、 
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